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１．はじめに  

 山口県が管理している橋梁は約 3500 橋あり，架橋後 50 年が経過した橋梁は 20％を占めている．今後この

割合は急激に増加し，20 年後には 50 年を経過する橋梁は 70％にまで増加する．すなわち将来，老朽化による

橋梁の維持管理が重大な問題となるため，限られた予算の中で適切な維持管理を行うには，橋梁のライフサイ

クルコストを考慮した上で，橋梁維持修繕を図っていく必要がある． 

橋梁の維持管理を行うにあたっては，橋梁の損傷状況を把握するため目視点検を行うのが一般的となってい

る．しかし，各種項目に関する点検結果には，橋梁点検者により“ばらつき”が避けられないという問題があ

る１）．この問題解決のため，山口県では点検講習会を開催し，その中でバーチャル・リアリティ（ＶＲ）技術

を活用した目視点検支援システム（本システム）を適用して点検技術者の技術向上を図っている．本研究は，

橋梁点検における点検データの質の向上めざした目視点検支援システムの開発と橋梁損傷体験への適用効果

を検討したものである． 

２．目視点検支援システムの概要  

 本システムは，①３次元画像(3D-CG)による劣化・損傷の確認，

②ＶＲを利用して点検箇所のウォークスルーによる仮想体験，③

劣化・損傷の確認と評価レベルの確認，などを目的として開発し

た．本システムは，図－１に示すような，3次元コンピュータグラ

フィックスによる対象橋梁の立体モデルを作成し，ＶＲ環境を実

現することにより時間や場所の制約を受けることなく室内におい

て実橋梁の点検を体験可能とするものである． 

３．橋梁損傷体験への適用 

 山口県では，県の土木技術職員を対象とした「メンテナンスエ

キスパート講習会」を開催している．講習会は，橋梁損傷のメカニズムの理解から現地橋梁目視点検での実践

的な講習メニューに従って行われている．このような講習会の中で，本システムを用いて橋梁損傷体験による

目視点検の手順や損傷判定のポイントを具体的に示すことによって講習内容の効率化を試みている． 

 現地目視点検での対象橋梁は，９径間の RC 橋梁で目視点検可能なスパン１およびスパン２について行った．

（図―２），ここでは，スパン１を本システム（図―１）開発の対象スパンとした． 
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図―１  

目視点検支援システムの表示画面例 

図―２ 点検対象橋梁側面図と点検対象スパン 
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本システムの効果を確認するために，図－２に示す対象橋梁のスパン１では，現地橋梁目視点検前に本シス

テムにより橋梁損傷体験し，一方，スパン２では本システムの橋梁損傷体験を行わず現地での目視点検を行っ

た．スパン１とスパン２の点検結果を以下に示し，比較検討を行う． 

４．点検結果と考察 

４．１ 点検結果の採点 

 現地点検結果は，受講者により損傷図が作成さ

れる．受講生が作成した目視点検結果を橋梁点検

の専門技術者が作成した橋梁点検結果（図―３）

と位置と損傷の種類に違いが生じていないか比

較し採点を行った． 

 損傷は，損傷の位置と損傷の度合いにより橋梁

の劣化に影響する．そのため，損傷採点の方法は，

損傷の種類と損傷箇所の組み合わせにより，０～

４点の５パターンで採点（表―１）を行い，総合

得点を１００点満点に換算をした． 

４．２ 採点結果の比較，検討 

 採点結果から本システムで橋梁点検を体験し，現地

橋梁目視点検を行ったスパン１と本システムを体験せ

ず橋梁目視点検を行ったスパン２で合計点での「合計

点―点検者」のヒストグラムをそれぞれ図―４，図―

５に示す．スパン１では，平均点が概ね２０点であっ

たのに対して，スパン２では，約８点であった．よっ

て橋梁点検支援ステムを用いた体験システムは目視点

検結果の向上に有効であることがわかった． 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

５．まとめ 

 本システムは，橋梁目視点検結果の向上に効果があることがわかった．橋梁点検技術者講習において本シス

テムは，橋梁目視点検の体験するシステムとして有効であることがわかった．今後は目視点検では判断できな

い浮きや剥離についての体験するハンマー音の付加や，劣化・損傷のプロセスを体験する機能を追加すること

が課題である． 
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図―５ スパン２採点結果 

図―３ 橋梁点検結果の例 

表―１ 採点基準表 

図―４ スパン１採点結果 
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